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評価日 平成28年8月18日 評価日 平成28年10月27日

評価者・組織 職員会議
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(前年度評価を踏まえた)

自校の取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善 ・カリキュラムマネジメントの
研究を推進し、各教科で言語
活動を明確にした単元計画を
作成する
・年４回の研究授業と年２回
の公開授業週間を実施する
・先進校への視察研修を行う

・（子）学校の勉強がよくわか
ること
・（子）授業の中で、友だちと
話し合う場面があること
・（子）皆の前で自分の考えを
発表したり書いて伝えたりす
ることができること
・学習確認プログラムの結果

学習確認プログラム全市平
均から少しポイントを上げて
いる。
学校の勉強がよくわかること
７０％
授業の中で、友達と話し合う
場面があること　８０％
皆の前で自分の考えを発表
したり書いて伝えたりすること
ができる　５６％

アクティブ・ラーニングの
考えを取り入れた授業の
実践の中でとくに言語活
動によって生徒が主体的
に学べるようになりそれが
学力向上に効果がでてき
ている。

引き続き主体的に学習でき
る方法を取り入れた授業改
善を行う中で学習意欲と学
力向上を目指していく。各
種検査の結果を分析し改善
策を練っていくシステムを
作っていく。

・今年度は３年生のみが
平均を上回っている。子ど
もの様子にも関係してい
るのだと思いますが，昨
年度と同じように学力の２
極化になっているようで
す。その手立てが大切で
すね。

授業などで地域ボランティ
アとして協力できることな
どをできたらと考えていま
す。

家庭学習の習
慣化

・生徒の意欲・関心を高める
ような家庭学習課題の在り方
を工夫する
・家庭学習の重要さを生徒・
保護者に向けて啓発する

・（子）生徒の家庭学習時間
・各教科での宿題提出状況
・（学）生徒が意欲・関心を持
てる家庭学習課題を定期的
に出すとともに，点検・評価で
生徒の学習意欲を引き出す
こと

家庭で学習の時間1時間
学習する４５％昨年度より
１０％上昇

家庭学習を習慣づけるた
めの課題を出すことにより
学習時間が伸びてきた。

家庭学習課題の状況を分
析し　より効果的な内容や
量の学習を保障できるよう
にする。

子ども・保護者ともに家庭
学習の重要性はわかって
いるようですが，実際家庭
学習の実現度が低い。こ
の家庭学習の習慣をつけ
ることが大切である。

家庭学習の習慣化が大切
なので，我々も色んなとこ
ろで保護者啓発を心がけ
たい。

「公共の精神」
に基づく態度の
育成

・七条中ブロックの「ルールと
マナーブック」を製作する
・小学校と連携して「あいさつ
運動」「クリーンキャンペーン
運動」を実施する

・（子）ルールをまもり，マナー
を心がけること
・（子）自分から進んで気持ち
の良い挨拶をすること
・４校の社会性変容調査の結
果

・「ルール、マナー」は重要度８
４％、実現度８７％
・「自分から進んで挨拶」は重要
度９７％、実現度８０％
・４校の社会性変容調査では、各
項目５段階で、「適応感」が4.3、
「授業」が3.9、「いじめ」が4.5 で
あった。

「ルール・マナー」は達成度が高
いが、「挨拶」は大切とは思いな
がら不十分だと感じている生徒
もいる。学校を楽しいと感じてい
る生徒が多い。「いじめ」は被害・
加害とも元々少なく、減少傾向で
あるが、「嫌なことをされた」経験
は増えている。

挨拶は生徒会・部活動を中心に取
り組んでいるが、結果からも取組
に関わる人数を増やすなどの改善
が必要である。暴力やいじめは
減っているが、「嫌な事をされた」
の増加は、スマホ等の影響もある
と思われるので、早期の情報教育
が必要である。

・「子どもは挨拶をしてい
るのに，大人がしていな
い」だから子どもがしなく
なっていく。大人がどれだ
け規範意識を持っている
かですな。

・今回，ＰＴＡや地域に配っ
てくださった「ルールとマ
ナー」について，我々から
も保護者や地域の大人に
分かりやすく機会あるごと
に話していきたい。

自己有用感の
育成

・七条中ブロック４校が連携し
て、教育課程の中で自己有
用感を育む教育活動を実践
する。

・４校の社会性変容調査の結
果
・（学）生徒の自己有用感が
高まるような機会づくりを教
育課程の中で行うこと

・4校の社会性変容調査の自
己有用感・自己肯定感を示す
項目は、小５：3.3、小６：3.3、
中１：３、中２：2.9、中３：2.8で
あった。
（５段階、小学校は3校の平
均）

・自己有用感は小学校５年から６
年で増える学校もあったが、中
学では学年が上るにつれて減少
傾向にある。自己有用感を育て
る取り組みが７月までに実施で
きなかったことも要因にある。

・学校行事や部活動を通して縦割
りで協力し、上級生がリーダーシッ
プをとれる組織環境づくりをしてい
く。
・小学校と連携した総合学習の発
表や大掃除など異年齢での関わり
を増やす。

・今年度も子どもたちが，
いくつかの地域行事に参
加してくれて活気付いて
喜んでいます。

・我々も学校行事などに
参加する機会を作って子
どもたちとの交流を図るこ
とで関係つくって今後の行
事に生かせるようにした
い。

自他を大切に
する態度の育
成

・基本的な生活習慣の確立
に向け、朝食摂取や８時間睡
眠などの呼びかけ・研修等を
実施する

・（保）子どもと一緒に朝ご飯
を食べること
・（子）８時間程度の睡眠をと
ること
・基本的な生活習慣の確立
に向けた取組の内容と回数

８５％の子どもが毎朝朝
食を食べている。

毎日朝食を食べる割合
は，９０％を目指したい。

「保健だより」だけでなく，学
級活動の時間を確保して，
食に関する指導を実施す
る。

朝食を食べてない子ども
は，寝る時間が遅くなり朝
に時間ギリギリまで寝て
いるのが原因なのでしょ
う。

子どもにとって朝食を食べ
ることは健康上そして成
長の上でも大切なことな
ので，地域でもその大切さ
を話していきたい。

安全意識の向
上

・生徒向けと保護者向けに薬
物乱用防止教室やケータイ
教室などを実施する
・地域を巻き込んだ防災学習
を実施する

・（子）パソコンやゲーム，携
帯電話やスマートフォンなど
を使うときは，おうちの人と決
めた約束を絶対に守ること
・薬物乱用防止教室やケータ
イ教室などの実施回数

２５％の生徒が，１日３時
間以上パソコンやゲー
ム，携帯，スマートフォン
を使用している。

昨年度よりは，パソコンや
ゲーム，携帯，スマート
フォンを使用している割合
は，昨年度より少し減っ
た。

ＳＮＳなどの使用による生
活習慣への悪影響や取得
した情報等を適切に処理で
きるようにするための健康
教育を充実させる。

ﾊﾟｿｺﾝやｹﾞｰﾑ･ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ
の使用があっという間に
低年齢化しているのが現
状です。そのため普段の
生活が乱れているように
思います。

地域での様々な会議等で
携帯やゲームについて，
どうすれば子どもの生活
をしっかり過させることが
できるのか考え呼びかけ
ていきたい。

独
自
の
項
目

開かれた学校
づくり

・小中合同研修会・授業研・
教員交流などを実施する
・教育課程の中で地域・小学
校と交流する
・HP・学校便り・学年便りなど
で積極的な情報発信に努め
る

・（保）学校が，ホームページ
やおたより，掲示物などで積
極的に情報発信していること
・HP・学校便り・学年便りなど
の発信状況
・地域や小学校との交流事業
の実施状況

・小中の連携が『重要である
意識は昨年度と変わらない
が，実現度が大幅に増加した
(+22.8)。また，地域へ出向い
ての活動も(+8.2)と層化して
いる。その反面，情報発信が
少しできていない。(-1.1)

・今年度も小中で道徳教育に
ついて取組を進めている。ま
た，今年度は新たに小中で学
習規律についての作成，及
びその他の小中合同での授
業内での取組も進んだ。しか
し，いくつかのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが取
組の途中なので年度内に進
める必要がある。

・進んでいない取組について，
具体的に日程等を決めて実施
していく。
・情報発信も定期的に行えるよ
うに発信日を決めて行う。

小学校と中学校の間だけ
でなく，地域でも小中学校
が一緒に行事等(下京区
の防災訓練)に参加してい
ただいているように感じて
いる。

創立６０周年記念行事で
は，地域としても協力でき
たと思っています。これか
らもそのことと同様に１１
月の防災学習などいろん
なことに協力をしていきた
い。

平成２８年度　学校評価実施報告書　（前期）
                                                                                       　七条中学校

　１回目評価

豊
か
な
心

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

確
か
な
学
力

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

健
や
か
な
体

⇒ ⇒

自己評価 学校関係者評価
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評価日 平成29年1月12日 評価日 平成29年2月22日

評価者・組織 職員会議
評価者

（いずれかに○）
学校運営協議会

学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善 引き続き主体的に学習で
きる方法を取り入れた授
業改善を行う中で学習意
欲と学力向上を目指して
いく。各種検査の結果を
分析し改善策を練っていく
システムを作っていく。

・（子）学校の勉強がよくわ
かること
・（子）授業の中で、友だち
と話し合う場面があること
・（子）皆の前で自分の考
えを発表したり書いて伝え
たりすることができること
・学習確認プログラムの結
果

学習確認プログラム全市
平均からポイントを上げて
いる。
学校の勉強がよくわかる
こと　６２％
授業の中で、友達と話し
合う場面があること　７
０％
皆の前で自分の考えを発
表したり書いて伝えたりす

アクティブ・ラーニングの考え
を取り入れた授業の実践の
中で、とくに言語活動によっ
て生徒が主体的に学べるよう
になりそれが学力向上に効
果がでてきている。一方で
は、「自分の意見を表現した
り、発表したりする力」が課題
であることがはっきりしてき
た。

アクティブ・ラーニングの考
えを生かした授業で（対話
的学び）「表現力」を身につ
けさせるための研究を実践
していく。（案）

家庭学習の習
慣化

家庭学習課題の状況を分
析し　より効果的な内容や
量の学習を保障できるよ
うにする。

・（子）生徒の家庭学習時間
・各教科での宿題提出状況
・（学）生徒が意欲・関心を持
てる家庭学習課題を定期的
に出すとともに，点検・評価で
生徒の学習意欲を引き出す
こと

家庭で学習の時間1時間
学習する５６％　（第1回目
より　　１１％上昇）

家庭学習を習慣づけるた
めの課題を出すことにより
１，3年生は学習時間が伸
びてきた。２年生は少しだ
が、実現度が下がった。

予習的な課題を設定するこ
とで授業に積極的に取り組
めるようにする（反転授業ま
ではいかないが）。復習的
な課題を設定することで知
識の定着を図る。

「公共の精神」
に基づく態度の
育成

・七条中エリアで小中学校が連
携を図り、「子ども及び大人の
ルールとマナーブック」を作り上
げることができた。
・小学校と連携し「あいさつ運動」
を実施した。

・（子）ルールをまもり，マナー
を心がけること
・（子）自分から進んで気持ち
の良い挨拶をすること
・４校の社会性変容調査の結
果

・「ルール、マナー」は重要度９
８％、実現度９０％と前期よりＵ
Ｐ．
・「自分から進んで挨拶」は重要
度９７％、実現度８２％と前期より
UP.
・４校の社会性変容調査では、各
項目５段階で、「適応感」が4.3、
「授業」が3.9、「いじめ」が4.5 で

｢ﾙｰﾙ､ﾏﾅｰ｣及び「あいさ
つ」について前期に続いて
実現度が高くなっている。
日常生活で生徒そして教
職員が常に意識して行動
することで高い実現度が
達成できている。

この高い実現度が校内にと
どまらず，地域や校外での
活動時にも活かせるよう更
に意識を高めれるように校
外でのかつみどう活動時に
取り組む。

自己有用感の
育成

七条中エリアの４校が連
携協力し，教育課程の中
で「掃除指導」や「発表会」
など交流を図り，自己有
用感を育む教育活動を実
施できた。

・４校の社会性変容調査の結
果
・（学）生徒の自己有用感が
高まるような機会づくりを教
育課程の中で行うこと。

・人に対して役に立てた実現度
が２％ＵＰ(生徒)，そのような取り
組みを実践できた24%ＵＰ(教職
員)

小学校と連携をとり，具体
的に取り組みを進めること
ができた成果が表れてい
る。

次年度は，各主任会を中心
に年度当初から実践計画を
立てて行う。

自他を大切に
する態度の育
成

・基本的な生活習慣の確立
に向け、朝食摂取や８時間睡
眠などの呼びかけ・研修等を
実施する

・（子）朝ご飯を食べること
・（子）疾病の予防のため歯
みがきをする
・基本的な生活習慣の確立
に向けた取組の内容と回数

８５％の子どもが毎朝朝
食を食べている。
約１３％の子どもが,１日1
回しか歯みがきをしていな
い。

毎日朝食を食べる割合
は，９０％を目指したい。
食後は歯をみがく習慣を
身に付けさせる必要があ
る。

学級活動の時間を確保し
て，食に関する指導に歯科
保健の分野を取り入れて実
施する。

安全意識の向
上

・生徒向けと保護者向けに薬
物乱用防止教室やケータイ
教室などを実施する
・地域を巻き込んだ防災学習
を実施する

・（子）パソコンやゲーム，携
帯電話やスマートフォンなど
を使うときは，おうちの人と決
めた約束を絶対に守ること
・薬物乱用防止教室やケータ
イ教室などの実施回数

２５％の生徒が，１日３時
間以上パソコンやゲー
ム，携帯，スマートフォン
を使用している。

昨年度よりは，パソコンや
ゲーム，携帯，スマート
フォンを使用している割合
は，昨年度より少し減っ
た。

ＳＮＳなどの使用による生
活習慣への悪影響や取得
した情報等を適切に処理で
きるようにするための健康
教育を充実させる。

独
自
の
項
目

開かれた学校
づくり

・夏休みの小中合同研修会を機
に，各主任会での取り組みが後
半に目標達成に向け実践交流
が深まった。（授業研修，各主任
会，子どもを交えた交流活動）
・ＨＰ，学校だよりなど情報を定
期的に発信する。

・（保）学校が，ホームページ
やおたより，掲示物などで積
極的に情報発信していること
・HP・学校便り・学年便りなど
の発信状況
・地域や小学校との交流事業
の実施状況

保護者･生徒･教職員の三
者すべてにおいて実現度
がＵＰしている。特に教職
員は３０％ＵＰしている。

・情報発信について発信者の
実現度が高くなったｊことと，
取り組み実践を家庭内でも親
子の会話が今まで以上に行
われた結果と考えられる。

・取り組みへの事前のお知らせ
や取り組み後のタイムリーな情
報発信ができる体制を整える。

この後期には，小中が一
緒に取り組みを行ったり，
地域もご一緒させていた
だく機会があり，情報ｊ発
信だけでなく実際に参加
することで直接触れ合え
たことが大きかった。

必要な情報があれば，
リーフレットと同様，協力
体制をとれます。

３ 　総括・次年度の課題
・ここ数年、子どもたちは落ち着いた学校生活を送っており，生徒たちが地域で活動する機会が増えた。また，地域の方々の学校への意識も年々高くなり，参加・協力をして頂ける機会が増えた。
・生徒の大きな問題行動は少ないが，様々な課題を抱えている生徒は多い。いじめや不登校の問題も本校の課題の１つである。今後も、未然防止・早期発見・早期対応及びきめ細やかな指導を継続して行っていきたい。
・今年度，定期的に宿題・課題を出すように試みた。しかし，継続した取り組みまでにはいたっていないので，再度検討し，主体的に臨める家庭学習の習慣化を図れるように取り組んでいきたい。
・今年度小中で策定した「ルールとマナー」を４校において実践しきることで、学習規律や規範意識の向上を目指したい。
・全ての子どもの自己有用感を高めるために，次年度も小学校や地域と連携し，教育課程の中で子どもたちの主体的な活動の場を設定し計画的に取り組んでいきたい。

⇒ ⇒

豊
か
な
心

健
や
か
な
体

・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

平成２８年度　学校評価実施報告書　（後期）

　２回目評価 学校名(　　　　七条中学校 　　　)

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価

確
か
な
学
力

・前回よりも、学習や読書
に関する生徒・保護者・教
職員の意が，後期でもは
向上しているのは取り組
みの効果があると思われ
る。
・今回は，１１月に実施さ
れた「防災学習」，はじめ
は地域の方も緊張して臨
みましたが，実際交流して
みると和やかな雰囲気の
中で「防災トーク」進み有
意義な時間を過ごせた。
参加した地域の方からも
是非次回にも参加させて

・「防災学習」には今後も
参加させていただきたい
し，楽しみにもしています
ので，要望にあわせて協
力できる体制をとっていき
たい。

・児童，生徒が積極的に
「ﾙｰﾙやﾏﾅｰ」づくりに取り
組んでいるので，地域の
大人たちももっとしっかり
「ﾙｰﾙやﾏﾅｰ」を大人自身
が守れるように「大人の本
気」を意識し行動していき
たい。

・「ﾙｰﾙやﾏﾅｰ」のリーフ
レットを各自治会に回覧と
掲示をし，七条中エリアの
学校と連携して協力体制
を図ります。

・家庭学習以外の時間と
してスマホ･携帯の使用、
ゲームで遊ぶケースがあ
り、朝食・睡眠時間など基
本的な生活習慣が確立し
にくくなっている。このこと
についても大人が子どもと
のﾙｰﾙやﾏﾅｰをしっかり話
せるようにしなければいけ
ない。

・これまで同様継続して携
帯やゲームの危険性など
の話をするとともに、基本
的な生活習慣等の呼びか
けとともに，地域でも施設
で講演などを企画し案内
をしていきたい。


